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DuMA ニュースレター                                 2019 年 1 月 14 日 

インドネシア・クラカタウ火山の崩壊 

 昨年１２月２２日にインドネシアのアナクラカタウ火山が噴火し、それに伴う山体崩壊が発生

し、津波が発生しました。その結果、確認されているだけで４２０名以上の死者が出るという被

害が発生しました。 

 アナクラカタウ火山というのは実は１８８３年のクラカタウ火山の大爆発の結果、その後出来

た火山島です。このクラカタウの噴火では、３万５千人以上の死者が出たとされており、そのほ

とんどが津波による死者とされています。これは山体崩壊により引き起こされた津波です。それ

では今回の噴火と１８８３年の噴火とはどの程度規模が違ったのでしょうか。 

 下図の上の一番左側の図が１８８０年の噴火前のクラカタウ島の大きさです（ウィキペディア

による）。左下にその時どれくらいの島が消失したかが示してあります（青の点線で囲った地域）。

島のおよそ２／３が吹きとんだ事がわかります。それに対し２０１８年のアナクラカタウ火山の

噴火で消失した面積はかなり小さかった事がわかります（一番右上の図で青く塗りつぶした部

分）。 

 

 それでは１８８３年の噴火で消失した面積は一体どの程度だったのでしょうか。比較のために、

伊豆大島と桜島を同じ縮尺でプロットしてみました。図中の赤線が５ｋｍの長さとなっています。

そうしますと伊豆大島でも桜島でも島の１／４から１／３の面積が消失したというような大き

さの事件であった事がわかります。 

 山体崩壊はどの火山でも発生する可能性のある災害です。噴火が引き金となる事がもちろん大

多数ですが、周辺で発生した地震で崩壊が誘発される事もある事をご記憶下さいませ。 
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日本列島陸域の地下天気図® 

 １２月３日のニュースレターに引き続き、１月１０日時点の日本列島陸域の地震活動に特化し

た地下天気図を下に示します。左側が L タイプ、右側が M タイプです。九州北方の異常が長期

間続いているのが気になります。 

 

 それでは、その前はどのような状況であったのか、今週は L タイプで昨年１１月３０日（左）、

７月１２日（中）、５月１日（右）の時点で見てみたいと思います。 

 一番左の５月の段階では、近畿地方での異常が確認できます。これは中部・関西地方に特化し

て解析でも継続的に「紀伊半島を含む近畿地方に静穏化の異常」という事でお知らせしてきまし

たが、６月１８日に大阪北部地震（M6.1）が発生しました。 
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 この大阪北部地震は、それまでの経験則とは異なり、静穏化がまだ続いているうち発生しまし

た。最近になり、この静穏化の開始時期に同期して、紀伊半島沖で「ゆっくり地震」が発生（開

始）していた事が判明し、DuMA ニュースレターでも報告させて頂きました。ＤｕＭＡでは静

穏化の原因の一つがこの「ゆっくり地震」であった可能性があると考えています。従いまして、

近畿地方でさらに大きな地震が発生する可能性は相対的には低くなったのではと考えています。 

 大阪北部地震が発生した後に、今度は２０１８年６月ごろから九州北部海域（＋中国地方西部

を含む）を中心とする地震活動静穏化領域が出現致しました。 

 この異常はすでに半年以上の期間継続しております。九州北部は２００５年３月の福岡西方沖

地震（M7.0）が発生した警固断層ですとか、宗像市や飯塚市を通る西山断層系、北九州市、中

間市、田川市を通過する小倉東活動セグメントと呼ばれている活断層が、地震学的にも大きな地

震の準備過程が進んでいると考えられています。 

 DuMA ニュースレターで取り上げている地震活動静穏化は１年程度のタイムスケールでの異

常ですが、“地震学的”とは１０年単位の現象であり、もう少し長期的なスケールでの異常とお

考えください。現状は、地震学的に１０年スケールの異常が生じている福岡県北部の活断層系で、

１年スケールと考えられる地震活動静穏化の異常（地下天気図で用いている異常）が同時に発生

しているという状況です。 

 

 

 

 


